
編
集
後
記

編
集
後
記

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

 

昨
年
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
聞
を
読
ん
で
頂
い
て
い

る
皆
様
に
少
し
で
も
当
法
人
の

活
動
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
．Ｍ
）

入
所・退
所

入
所・退
所
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11　

月

　

12　
法
人
施
設
外
壁
劣
化
部
分
除
去
工
事

　

15　

法
人
施
設
火
災
避
難
訓
練

　

16　

研
修
委
員
会

　

24　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練（

地
活
）

　

25　

東
京
都
実
地
検
査

（
授
産
所
・
ま
ど
か
）

　

26　

法
人
施
設
エ
レ
ベ
ー
タ
修
繕

　

28　

理
事
会

　

29　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

　

30　

東
京
都
実
地
検
査

（
法
人
・
セ
ル
プ
）

　
12　

月

　

８　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
委
員
会

（
感
染
症
対
策
）

　
　
　

虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

　

12　

さ
く
ら
所
内
レ
ク

　
　
　

あ
ゆ
み
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査（

14
日
迄
）

　

24　

あ
ゆ
み
ク
リ
ス
マ
ス
会

８　

月

　

２　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修（

永
井
）

　

３　

人
権
研
修　
　
　
　

（
加
藤
）

　

５　

精
神
保
健
福
祉
研
修
（
大
庭
）

　

10　

Ｗ
Ｊ
理
事
会　
　
　

（
髙
橋
）

　

19　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
）

　

23　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　

25　

就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議　
　

（
小
林
・
茂
木
）

　

29　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

（
冨
田
・
神
山
）

９　

月

　

１　

イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会
（
遠
藤
）

　

２　

西
多
摩
就
労
連
絡
会
（
西
出
）

　

６　

虐
待
防
止
法
人
内
研
修

　

７　

イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会
（
髙
橋
）

　

９　

地
域
連
絡
会
議　
　

（
冨
田
）

　
　
　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
）

　

12　

ゼ
ン
コ
ロ
月
例Zoom

会
議

（
遠
藤
）

　
　
　

虐
待
防
止
法
人
内
研
修

　

13　

イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会
（
松
木
）

　

15　

ゼ
ン
コ
ロ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

（
神
山
・
増
渕
・
遠
藤
）

　

20　

人
権
研
修　

（
長
沼
・
齋
藤
）

　
　
　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　

21　

西
多
摩
生
活
困
窮
全
体
会

（
西
出
）

　

22　

就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議　
　

（
小
林
）

　

26　

瑞
穂
町
内
社
福
法
人
連
絡
会

（
戸
村
）

　
　
　

地
域
公
共
交
通
会
議
（
戸
村
）

　
　
　

高
次
脳
機
能
障
害
意
見
交
換
会

（
西
出
）

　

27　

Ｊ
Ｄ
権
利
条
約
学
習
会（

遠
藤
）

10　

月

　

６　

交
通
安
全
法
定
講
習
（
永
井
）

　

７　

自
転
車
安
全
利
用
セ
ミ
ナ
ー

（
藤
澤
・
小
俣
）

　

12　

お
伊
勢
の
森
連
絡
会
（
冨
田
）

　

14　

精
神
業
務
連
絡
会　

（
冨
田
）

　

17　

中
堅
職
員
研
修　
　

（
齋
藤
）

　

18　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　

19　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

（
冨
田
・
神
山
）

　

24　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会（

遠
藤
）

　

25　

優
生
保
護
法
全
国
集
会（

西
出
）

　

26　

精
神
保
健
福
祉
研
修
（
冨
田
）

　

27　

就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議　

（
小
林
・
茂
木
）

11　

月

　

４　

Ｗ
Ｊ
理
事
会　
　
　

（
髙
橋
）

　

８　

東
社
協
総
会　
　
　

（
永
井
）

　

10　

地
域
さ
さ
え
あ
い
連
絡
協
議
会

（
大
滝
）

　

11　

地
域
連
絡
会
議　
　

（
冨
田
）

　
　
　

精
神
業
務
連
絡
会

　

（
藤
澤
・
冨
田
）

      　

羽
村
特
支
学
校
運
営
協
議
会

（
西
出
）

　

12　

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
研
修

（
齋
藤　

13
日
迄
）

　

15　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
　
　

Ｗ
Ｊ
国
際
セ
ミ
ナ
ー

（
10
名
参
加
）

　

16　

マ
ー
レ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
行
き

（
永
井
・
長
沼
）

　

24  

就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議　
　

（
小
林
）

　

26　

瑞
穂
社
協
50
周
年
式
典

（
五
十
嵐
）

12　

月

　

３　

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
研
修

（
齋
藤　

６
日
迄
）

　

６　

ゼ
ン
コ
ロ
発
達
障
害
支
援
研
修

　
　

（
神
山
・
冨
田
・
増
渕
・

細
川
大
・
遠
藤
）

　

９　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
）

　

14　

お
伊
勢
の
森
連
絡
会
（
冨
田
）

　

15　

都
福
祉
保
健
局
行
き

（
髙
橋
・
遠
藤
）

　
　
　

食
品
衛
生
講
習
会　

（
大
月
）

　

22　

安
全
運
転
管
理
者
講
習
会

（
五
十
嵐
）

　

21　

高
次
脳
機
能
障
害
者
相
談
支
援

　
　
　

員
連
絡
会　
　
　
　

（
西
出
）

　

22　

就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

（
小
林
・
茂
木
）

　

＊
出
張
・
研
修
に
は
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
会
議
も
含
ま
れ
ま
す
。

■
入
所

　

８
月　

黒
﨑　

智
成
（
セ
ル
プ
）

　

９
月　

才
木　

和
代
（
さ
く
ら
）

　
　
　
　

岡
部　

伸
司
（
あ
ゆ
み
）

　

10
月　

三
森　

愛
子
（
授
産
所
）

　
　
　
　

林　
　

智
幸
（
さ
く
ら
）

　

12
月　

泉
澤　

啓
介
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

宮
岡　

由
雄
（
あ
ゆ
み
）

■
退
所

　

８
月　

比
留
間
海
乙
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　

本
多　
　

望
（
あ
ゆ
み
）

　

９
月　

荒
井　

歩
夏
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

高
橋　
　

聡
（
さ
く
ら
）

　
　
　
　

石
川　
　

勉
（
あ
ゆ
み
）

　

10
月　

飯
野　

那
奈
（
授
産
所
）

　

10
月
14
日
、
ブ
ー
ル
ミ
ッ
シ

ュ
様
よ
り
お
菓
子
の
ご
寄
贈
を

頂
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

12
月
23
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み
に
お
い
て
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
む
さ
し
村
山
様
よ
り
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ご
寄
贈

を
頂
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

出　

張
・
研　

修

　

寄　
　

贈
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2

浅
草
・
上
野
物
語

 

皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
コ
ロ
ナ
収
束
の

兆
し
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
規
制
緩
和

に
よ
り
徐
々
に
社
会
も
流
動
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
海
外
か
ら
の
旅
行
客
も
受
け

入
れ
、
観
光
地
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
賑
わ
い
を
見
せ
て
き
て
い
ま

す
。
皆
様
は
初
詣
に
は
行
か
れ
た
で
し

ょ
う
か
。
私
が
初
詣
と
聞
い
て
思
い
浮

か
ぶ
の
は
東
京
屈
指
の
観
光
地
で
あ
る

浅
草
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
私
が
生
ま

れ
育
っ
た
浅
草
、
そ
し
て
上
野
に
つ
い

て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
生
ま

れ
た
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
の
年

で
、
米
軍
か
ら
の
空
襲
が
激
し
さ
を
増

し
て
い
た
時
期
で
し
た
。
東
京
大
空
襲

で
浅
草
一
帯
も
焼
け
野
原
に
な
り
ま
し

た
。

 

こ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
の
明
治
時

代
、
浅
草
に
凌
雲
閣
（
通
称
浅
草
十
二

階
）
と
い
う
眺
望
塔
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
設
計
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
バ
ル

ト
ン
と
い
う
人
物
で
、
八
角
形
10
階
建

て
レ
ン
ガ
造
り
の
頂
部
に
木
造
2
階
建

と
い
う
構
造
で
全
高
67
メ
ー
ト
ル
と
当

時
の
建
築
で
は
最
も
高
く
、
日
本
初
の

電
動
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
で
評
判
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

残
念
な
が
ら
大
正
12
年
の
関
東
大
震
災

で
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今
で
は
そ

の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
ビ
ル
側
面
に
描

か
れ
た
錦
絵
で
そ
の
姿
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
次
に
都
内
最
古
の
寺

院
に
し
て
浅
草
の
シ
ン
ボ
ル
、
浅
草
寺

で
す
。
6
2
8
年
に
聖
観
世
音
菩
薩
を

安
置
し
た
の
が
そ
の
始
ま
り
と
い
わ

れ
、
正
月
の
初
詣
に
始
ま
り
節
分
会
や

羽
子
板
市
な
ど
江
戸
時
代
か
ら
代
々
受

け
継
が
れ
て
き
た
年
中
行
事
に
は
今
も

多
く
の
人
が
訪
れ
れ
ま
す
。

 

さ
て
、
そ
の
浅
草
に
は
4
つ
の
浅
草

駅
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
３
つ
は
浅

草
寺
の
近
く
に
あ
り
、
「
観
音
様
」
が

人
々
を
集
め
て
き
た
歴
史
を
し
の
ば
せ

ま
す
。
最
初
の
地
下
鉄
は
昭
和
２
年
12

月
30
日
、
東
洋
初
の
地
下
鉄
と
し
て
浅

草
―
上
野
間
2.
2
キ
ロ
が
開
業
し
ま

し
た
。
昭
和
4
年
に
設
け
ら
れ
た
浅
草

駅
の
２
つ
の
地
下
鉄
出
入
口
の
デ
ザ
イ

ン
は
当
時
地
下
鉄
を
運
営
し
た
東
京
地

下
鉄
道
が
公
募
し
ま
し
た
。
地
下
鉄
ビ

ル
（
浅
草
雷
門
ビ
ル
）
側
の
出
入
り
口

は
、
当
時
ア
ー
ル
デ
コ
風
の
装
飾
で
し

た
。
一
方
、
我
妻
橋
側
の
出
入
り
口
は

寺
院
風
様
式
で
建
設
当
時
の
姿
の
ま
ま

に
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。
因
み
に
こ

の
時
走
っ
た
地
下
鉄
車
両
1
0
0
1
号

車
は
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
江
戸
川
区
の

地
下
鉄
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
昭
和
6
年
に
東
武
鉄

道
、
35
年
に
都
営
地
下
鉄
が
浅
草
荷
役

を
設
け
、
時
代
が
変
わ
っ
た
平
成
17
年

に
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
浅
草
駅

が
、
か
つ
て
の
浅
草
６
区
に
誕
生
し
ま

し
た
。
そ
し
て
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
平
成

24
年
2
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
春
に
は

満
開
の
桜
並
木
と
共
に
墨
堤
に
、
ま
た

夏
に
は
隅
田
川
に
浮
き
上
が
る
花
火
と

共
に
、
江
戸
の
風
情
が
醸
し
出
す
下
町

情
緒
と
超
近
代
技
術
の
粋
が
融
合
し
息

を
の
む
よ
う
な
美
し
さ
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
高
さ
6
3
4
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

か
ら
の
眺
望
は
、
遥
か
南
に
箱
根
、
富

士
山
か
ら
東
京
湾
一
帯
、
東
は
房
総
、

西
に
は
秩
父
の
山
並
み
、
さ
ら
に
北
に

は
筑
波
山
と
日
光
の
山
々
ま
で
見
渡
せ

て
、
四
季
折
々
に
訪
れ
る
人
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

 

私
の
も
う
一
つ
の
散
歩
道
が
浅
草
の

隣
り
の
上
野
で
す
。
上
野
の
歴
史
は
古

く
、
幕
末
、
旧
幕
府
軍
の
最
後
の
砦
と

な
っ
た
の
が
上
野
宝
永
寺
で
す
。
新
政

府
軍
の
猛
攻
に
よ
っ
て
寺
は
焼
け
落

ち
、
そ
の
跡
地
に
は
上
野
恩
賜
公
園
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
美
術
館

や
博
物
館
、
動
物
園
が
設
立
さ
れ
、
東

京
屈
指
の
芸
術
と
文
化
の
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
上
野
が
京
都
に
似
せ
て
作
ら

れ
て
い
る
と
い
う
事
は
意
外
と
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
不
忍
池
は
琵

琶
湖
を
、
清
水
観
音
堂
は
清
水
寺
を
模

し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
上
野
と
京
都
の
関
係
に
つ
い
て

た
ま
た
ま
見
た
テ
レ
ビ
で
非
常
に
興
味

深
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。
上
野
に
あ
る

寛
永
寺
と
い
う
お
寺
は
、
寛
永
2
年
に

慈
眼
大
師
天
海
大
僧
正
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
ま
し
た
。
徳
川
家
康
、
秀
忠
、
家

光
公
の
三
代
に
わ
た
る
将
軍
の
帰
依
を

受
け
た
天
海
大
僧
正
は
徳
川
幕
府
の
安

泰
と
万
民
の
平
安
を
祈
願
す
る
た
め
、

江
戸
城
の
鬼
門
に
あ
た
る
上
野
の
大
地

に
寛
永
寺
を
建
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

平
安
の
昔
に
開
か
れ
た
比
叡
山
延
暦
寺

が
、
京
都
御
所
の
鬼
門
に
位
置
し
、
朝

廷
の
安
穏
を
祈
る
鎮
護
国
家
の
道
場
で

あ
っ
た
こ
と
に
倣
っ
た
も
の
で
山
号
は

東
の
比
叡
山
と
い
う
意
味
で
東
叡
山
と

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
延
暦
寺
同
様
、

創
建
時
の
元
号
を
用
い
る
事
を
許
可
さ

れ
寛
永
寺
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
寛
永

寺
は
天
台
宗
の
別
格
大
本
山
の
お
寺
で

す
が
、
幕
末
の
上
野
戦
争
に
よ
り
大
部

分
が
焼
失
さ
れ
上
野
恩
賜
公
園
と
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
も
ま
た
関
東
大
震
災
や

太
平
洋
戦
争
で
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
今
日
の
よ
う
に
復
興
し
ま
し
た
。

 
こ
う
し
て
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地

の
歴
史
を
た
ど
る
と
「
今
」
と
い
う
こ

の
時
は
過
去
か
ら
の
脈
々
と
し
た
連
な

り
の
先
に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

昨
年
も
大
変
な
年
で
し
た
。
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
、
長
引
く
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
等
暗
い
話
ば
か
り
で
し

た
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
興
亡
衰
退
を

繰
り
返
し
今
が
あ
る
こ
と
に
思
い
を
馳

せ
た
時
、
今
の
こ
の
困
難
な
状
況
も
乗

り
超
え
て
い
け
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま

す
。
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８　

月

　

４　

虐
待
防
止
委
員
会

　

７　

法
人
施
設
ボ
イ
ラ
ー
解
体
・
検
査

（
８
日
迄
）

　

８　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

　

17　

さ
く
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査（

18
日
迄
）

　

18　

法
人
施
設
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査　（

19
日
迄
）

　

19　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
委
員
会（

自
然
災
害
）

　

22　

あ
ゆ
み
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査（

24
日
迄
）

　

23　

さ
く
ら
所
内
レ
ク

　
　
　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練（

地
活
）

　

25　

研
修
委
員
会

　

27　

あ
ゆ
み
夕
涼
み
会　
　
　
　
　

　

29　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
委
員
会

（
感
染
症
対
策
）

  ９　

月

　

６　

防
火
設
備
点
検　
（
法
人
施
設
）

　

15　

法
人
施
設
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査　（

16
日
迄
）

　

　　

瑞
穂
町
指
定
管
理
施
設
ヒ
ヤ
リ

　
　
　

ン
グ　
　
　
　
　
　
（
さ
く
ら
）

　

20　

さ
く
ら
地
震
避
難
訓
練

　

21　

利
用
者
健
康
診
断

（
法
人
施
設　

22
日
迄
）

　
　
　

瑞
穂
町
指
定
管
理
施
設
ヒ
ヤ
リ

　
　
　

ン
グ　
　
　
　
　
　
（
あ
ゆ
み
）

　

23　

法
人
施
設
外
壁
補
修（

30
日
迄
）

　

26　

あ
ゆ
み
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
28
日
迄
）

　

27　

法
人
施
設
地
震
避
難
訓
練

　

28　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
委
員
会（

自
然
災
害
）

　

30　

法
人
創
立
記
念
日

　
　
　

利
用
者
健
康
診
断（

法
人
施
設
）

　
　
　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

（
地
活
・
タ
イ
ム
ケ
ア
）

10　

月

　

12　

あ
ゆ
み
日
帰
り
旅
行　
（
地
活
）

　
　
　

研
修
委
員
会

　

14　

法
人
施
設
日
帰
り
旅
行

　
　
　

あ
ゆ
み
建
物
検
査　

　

17　

あ
ゆ
み
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査（

19
日
迄
）

　

18　

さ
く
ら
健
康
診
断

　

19　

さ
く
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査（

20
日
迄
）

　

21　

さ
く
ら
建
物
検
査

　

24　

法
人
施
設
建
築
検
査

　
　
　

さ
く
ら
消
防
設
備
点
検

　

27　

法
人
施
設
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査　（

28
日
迄
）

　

28　

法
人
施
設
ボ
イ
ラ
ー
切
替

　

29　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
・
引
渡
し
訓
練

　

主　

な　

事　

柄

理 

事 

長

鈴 

木　

賢  

一

理 

事 

長

鈴 

木　

賢  

一

浅
草

上
野
物
語新

人

紹

介

　昨年の８月から入所をいたしました。私は一年間で卒業を
目指して日々努力しています。訓練内容を理解し、SST（社
会的技能訓練）で学んだ内容も決して忘れずに理解して、十
分に技能（スキル）を身に付けてから卒業していきたいと思
います。趣味は、カラオケや鉄道（特急列車、新幹線）を見
たり、乗ったりすることです。よろしくお願いいたします。

セ 

ル 

プ

黒
﨑　

智
成 

さ
ん

　皆様こんにちは。私は10月からこちらでトイレ清掃
をさせて頂いています。もともと清掃が好きで、以前
も清掃の仕事に携わっていました。日々自立のために
コツコツ努力して頑張っています。人の役に立つ事が
好きで、ほめて頂けると大変励みになります。どうか
温かい目で見守ってくださるとさいわいです。

授 

産 

所

三
森　

愛
子 

さ
ん

　12月からお仲間に入りました。ま
だ右も左も分からず、諸先輩の指導
のもと日々頑張っています。仕事や
周りの職員さんにも早く慣れて、長
く楽しくやっていきたいので、これ
からよろしくお願いいたします。

あ 

ゆ 

み

宮
岡　

由
雄 

さ
ん

　瑞穂リサイクルプラザにお世話に
なって3ヶ月がたちました。このよう
な仕事は始めてなのですが、少しで
も利用者さんのお役にたてるよう
日々こつこつとがんばっていきます。
　よろしくお願いします。

さ 

く 

ら

才
木　

和
代 

さ
ん

　令和4年9月より勤務させていただい
ております。利用者様の健康管理、精
神的サポート、安全保持に配慮しなが
ら利用者様がよりよい一日を過ごして
いけるように努めていきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

あ 

ゆ 

み

岡
部　

伸
司 

さ
ん

　10月より非常勤の支援員として勤
め始めました。自分にとっては未知の
世界の仕事で戸惑う事も多いですが、
一日も早く覚えて皆さんの足手まとい
にならないようチャレンジして参りま
す。よろしくお願い致します。

さ 

く 

ら

林　

智
幸 

さ
ん

我が家のペット自慢我が家のペット自慢
　我が家のボストンテリアの次郎（１歳半）です。
　昨年の５月に保護犬だったパグのプータが亡くなり、同年７月に新しい家族として
次郎を迎えました。飼い始めた当初は予想以上の元気っぷりで、ぬいぐるみやおもち
ゃはすぐに壊され、甘噛みがひどく毎日手が傷だらけ、いくら歩いても疲れない体力…。
こちらの体力がもたないと自信を失いかけた時もありましたが、１歳を過ぎたころか
ら徐々に落ち着いてきて、どうにかこうにか楽しく暮らしています。未だにいたずら
好きは健在ですが、叱られるとお腹を出したり、顔を舐めてきて許しを乞うてくる可
愛い一面もあります。こんな次郎ですが今後ともよろしくお願いします。

セルプあかつき　利根川　正
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防

に
終
始
し
た
一
年
に
な
っ
て
し
ま

い
、
丸
３
年
コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
運

営
が
続
い
て
い
ま
す
。
依
然
予
断
が

許
さ
れ
な
い
状
況
で
す
が
、
日
本
の

経
済
・
社
会
活
動
は
既
に
緩
和
政
策

に
よ
り
、
正
常
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
あ
か
つ
き
コ

ロ
ニ
ー
で
も
昨
年
10
月
に
は
日
帰
り

旅
行
を
３
年
ぶ
り
に
実
施
し
、
外
に

出
か
け
る
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
利
用
者
か
ら
も
「
楽
し
か
っ

た
」「
ま
た
行
き
た
い
」
と
い
う
声

を
頂
き
、
実
施
で
き
て
良
か
っ
た
と

思
う
反
面
、
利
用
期
限
が
定
め
ら
れ

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
と
っ

て
は
最
初
で
最
後
の
参
加
者
も
お

り
、
素
直
に
喜
べ
な
い
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
戦
争
が
勃
発
し
、
世
界
に
暗
い

影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
命

が
失
わ
れ
て
い
く
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る

た
び
に
、
人
類
の
愚
か
さ
を
感
じ
ざ

る
を
え
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

円
安
の
影
響
も
相
ま
っ
て
物
価
の
高

騰
な
ど
私
た
ち
の
生
活
環
境
に
大
き

く
影
響
し
て
お
り
、
施
設
運
営
面
で

も
光
熱
費
や
燃
料
費
の
高
騰
な
ど
、

大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
の
で
、
早

く
平
穏
な
日
々
に
戻
っ
て
も
ら
い
た

い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
様
な
背
景
の
な
か
、
あ
か
つ

き
コ
ロ
ニ
ー
の
本
分
で
も
あ
る
就
労

支
援
事
業
も
前
々
年
度
よ
り
前
年
度
、

前
年
度
よ
り
今
年
度
と
少
し
ず
つ
で

す
が
回
復
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

作
業
に
よ
り
一
長
一
短
は
あ
り
ま

す
が
、
新
た
な
仕
事
の
開
拓
や
、
受

注
や
原
材
料
の
確
保
な
ど
で
も
、
担

当
者
そ
れ
ぞ
れ
が
努
力
と
工
夫
を
重

ね
て
い
た
だ
き
、
一
定
の
成
果
が
得

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
に
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
今
年
も
気
を
引
き
締
め
て
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
２

点
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　

令
和
６
年
度
よ
り
自
然
災
害
発
生

時
と
感
染
症
発
生
時
の
事
業
継
続
計

画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
の
作
成

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
あ

か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
は
令
和
３
年
度

後
半
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
上

げ
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
自
然
災
害
と
感
染
症
の
２
チ
ー

ム
に
分
け
進
め
て
い
ま
す
が
、
ほ
ぼ

完
成
に
近
づ
い
て
お
り
、
今
年
度
内

に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。
あ
か
つ

き
コ
ロ
ニ
ー
で
は
平
成
26
年
４
月
に

震
災
発
生
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら

は
震
災
発
生
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
変
更
し
、
今
後
も
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　

２
点
目
の
報
告
は
新
た
な
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
で
す
。

　

国
の
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
を
得
て
、

昨
年
９
月
に
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
社
の
ほ
の

ぼ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
現

在
立
上
げ
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。
従

来
は
記
録
関
係
は
ア
ク
セ
ス
を
使
用

し
、
個
別
支
援
計
画
は
エ
ク
セ
ル
に

て
作
成
、
請
求
関
係
は
国
保
連
の
簡

易
入
力
シ
ス
テ
ム
で
対
応
し
て
き
ま

し
た
が
、
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、

日
々
の
各
種
記
録
か
ら
個
別
支
援
計

画
、
そ
し
て
請
求
管
理
ま
で
一
元
管

理
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
覚
え
て
い
く

こ
と
は
大
変
で
す
が
、
課
題
で
あ
っ

た
各
様
式
の
統
一
化
が
図
ら
れ
、
デ

ー
タ
の
リ
ン
ク
は
効
率
化
と
情
報
の

共
有
化
が
向
上
で
き
ま
す
。
ま
た
請

求
管
理
は
今
ま
で
総
務
部
で
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
各
職
員
が
行

っ
て
い
く
事
で
、
制
度
の
理
解
が
深

め
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
あ
げ
た
事
は
、
職
員
個
々
の

専
門
性
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
、
ひ
い
て
は
利
用
者
支
援

の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
と

な
り
、
そ
こ
が
支
援
シ
ス
テ
ム
の
目

標
で
も
あ
り
ま
す
。

　

10
月
以
降
講
習
が
行
わ
れ
て
い

て
、
各
職
員
、
操
作
の
訓
練
中
の
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
中
に

は
各
施
設
で
シ
ス
テ
ム
を
立
上
げ
、

稼
働
に
移
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

最
後
に
就
労
移
行
支
援
・
就
労
定

着
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
の
今
年
度

末
で
の
廃
止
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
は
平
成
９
年
７

月
に
定
員
20
名
で
身
体
障
害
者
通
所

授
産
施
設
と
し
て
開
設
し
、
平
成
18

年
10
月
に
就
労
移
行
支
援
に
新
体
系

移
行
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
30
年
10

月
か
ら
就
労
定
着
支
援
を
追
加
す
る

形
で
開
始
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
25
年
の
長
き
に
渡
り
通
所
利
用

の
障
が
い
が
あ
る
方
の
支
援
を
行

い
、
就
労
移
行
支
援
施
設
に
変
わ
っ

て
か
ら
は
、
一
般
就
職
の
支
援
に
尽

力
し
、
多
く
の
就
職
者
を
輩
出
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
在
籍
利
用
者
数
の
減
少

が
進
み
、
施
設
運
営
の
継
続
が
大
変

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

今
後
も
大
幅
な
利
用
者
の
増
員
が
見

込
め
な
い
こ
と
が
廃
止
の
理
由
で
す
。

　

現
在
は
５
名
の
障
が
い
の
あ
る
方

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
り
の
期

間
で
就
職
支
援
を
継
続
し
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
雇
用
に
結
び
つ
け
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

仮
に
就
職
が
出
来
な
か
っ
た
方
に

対
し
て
も
し
っ
か
り
受
け
皿
を
確
保

し
、
移
行
先
を
決
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
就
職
後
の
支
援
を
行
う
就

労
定
着
支
援
は
、
同
一
敷
地
に
あ
る

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
ス
ペ
ー
ス
・
ま

ど
か
に
就
労
定
着
支
援
を
新
設
し
、

同
様
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
と
っ
て
、

就
労
移
行
支
援
は
障
が
い
が
あ
る
方

の
自
立
支
援
を
行
っ
て
い
く
う
え
で

重
要
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

残
念
な
が
ら
今
回
廃
止
の
選
択
を
し

ま
し
た
が
、
将
来
状
況
が
変
わ
れ
ば

ま
た
復
活
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力

の
も
と
障
害
者
の
自
立
支
援
、
就
労

支
援
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

常 

務 

理 

事

髙 

橋　　  

毅

常 

務 

理 

事

髙 

橋　　  

毅毅毅
セルプあかつき
澤田　恵利 さん

スペース・まどか
小野　緑 さん

「
優
生
保
護
法
問
題
の

　
　

全
面
解
決
を
目
指
す

　
　
　
　

10　
25
全
国
集
会
」
に

行
っ
て
き
ま
し
た

　
　

瑞
穂
町
障
害
者

　
　
　

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

西
出　

英
高

　

令
和
4
年
10
月
25
日
（
火
）、
日

比
谷
公
園
大
音
楽
堂
に
て
全
国
集
会

が
行
わ
れ
、
私
西
出
が
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
集
会
に

は
、
屋
外
で
ま
た
雨
が
ち
ら
つ
い
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
に
は

1
，3
0
0
人
が
集
ま
り
オ
ン
ラ
イ

ン
で
は
1
，2
0
0
人
が
参
加
さ
れ

て
、
国
に
真
相
究
明
、
謝
罪
、
補
償

を
求
め
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

優
生
保
護
法
問
題
と
は
、
こ
の
優

生
思
想
を
持
っ
た
法
律
が
1
9
4
8

年
か
ら
1
9
9
6
年
ま
で
施
工
さ
れ

て
お
り
、「
優
生
上
の
見
地
か
ら
不

良
な
子
孫
の
出
生
を
防
止
す
る
と
と

も
に
…
」
と
い
っ
た
名
目
で
障
害
を

も
つ
方
に
、
国
が
強
制
的
に
中
絶
や

不
妊
手
術
を
行
っ
た
と
い
う
経
緯
が

あ
り
ま
し
た
。
わ
か
っ
て
い
る
だ
け

で
も
1
6
，0
0
0
人
の
方
々
が
被

害
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
集
会
に
は
、
全
国
か
ら
国

賠
訴
訟
の
原
告
や
家
族
、
弁
護
団
、

支
援
者
の
方
々
が
登
壇
し
訴
え
て
い

ま
し
た
。
ま
た
中
に
は
県
の
規
則
に

反
し
て
優
生
手
術
記
録
を
焼
却
処
分

し
、
手
術
実
態
の
調
査
を
求
め
る
市

民
団
体
の
要
望
に
応
じ
な
か
っ
た
元

県
知
事
の
方
も
登
壇
し
謝
罪
さ
れ
て

も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
に
参
加
す
る
に
あ
た
り

改
め
て
「
優
生
保
護
法
」
に
つ
い
て

学
び
な
お
し
ま
し
た
が
、
こ
の
法
案

が
出
来
た
の
が
な
ん
と
戦
後
か
ら
で

あ
り
、
1
9
9
6
年
に
「
母
体
保
護

法
」
へ
と
改
正
さ
れ
ま
す
が
つ
い
最

近
ま
で
こ
の
法
律
が
あ
っ
た
事
に
衝

撃
を
覚
え
ま
し
た
。

　

2
0
1
8
年
に
な
り
、
や
っ
と
国

に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
起

こ
す
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
年
齢
の
事
も
あ
り
原
告

31
人
の
う
ち
既
に
5
人
が
亡
く
な
ら

れ
て
い
る
と
の
事
で
す
。
手
術
か
ら

何
十
年
も
た
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

証
拠
と
な
る
資
料
等
を
見
つ
け
る
の

は
困
難
を
極
め
る
事
に
な
る
の
で
し

ょ
う
が
、
文
書
の
開
示
を
求
め
た
ら

そ
の
証
拠
が
出
て
き
た
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

　

優
生
保
護
法
は
無
く
な
り
ま
し
た

が
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
の
殺
傷

事
件
等
、
優
生
思
想
と
い
う
の
は
ま

だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
と
も
感
じ
ま

す
。
私
は
こ
の
集
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
今
回
の
被
害
者
の
方
々

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
こ
れ
は
障
害

の
あ
る
方
全
体
の
問
題
で
も
あ
り
、

更
に
は
私
達
の
身
近
に
も
あ
り
得
る

問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
深
く

考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

Ｗ
Ｊ
国
際
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

　
　

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら

施
設
長　

戸
村　

仁
郎

　

去
る
11
月
15
日
Ｗ
Ｊ（
ワ
ー
カ
ビ

リ
テ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン
）
主
催
の
「
改

め
て
考
え
る
！
シ
ェ
ル
タ
ー
ド
・
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
役
割
と
展
望
」
の

国
際
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
は
2
0
1
4
年
1
月
に
障
害
者

権
利
条
約
に
批
准
し
、
2
0
2
2
年

9
月
に
障
害
者
権
利
委
員
会
（
以
下
、

権
利
委
員
会
）
か
ら
日
本
政
府
に
初

と
な
る
勧
告
（
総
括
所
見
）
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
権
利
委
員
会
で
は
、
シ

ェ
ル
タ
ー
ド
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
保

護
さ
れ
た
労
働
施
設
/
日
本
に
お
け

る
就
労
移
行
支
援
や
就
労
継
続
支
援

に
相
当
/
以
下
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

に
消
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
て
お

り
、
開
か
れ
た
労
働
市
場
へ
の
移
行
、

い
わ
ゆ
る
一
般
企
業
へ
の
移
行
の
促

進
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
よ
り
先
に

権
利
条
約
に
批
准
し
、
同
じ
よ
う
に

勧
告
を
受
け
た
「
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ

ツ
」
各
国
の
制
度
面
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
役
割
を
日
本
と
比
較
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
制
度
面
の
一
例

を
挙
げ
る
と
、
日
本
で
は
所
得
保
障

と
し
て
障
害
者
年
金
が
あ
り
ま
す

が
、
各
国
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
労
働
に
対
す
る
保
障
/
補
填
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
国
に
よ
っ
て
物
価

等
は
異
な
り
ま
す
が
、
収
入
面
で
は

日
本
よ
り
も
手
厚
く
先
進
的
で
あ

り
、
生
活
を
送
る
に
は
十
分
か
と
い

う
視
点
で
保
障
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
日
本
の
制
度
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、

セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
論
点
と
し
て
、

各
国
と
も
に
権
利
委
員
会
か
ら
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
分
離
さ
れ
た
労
働
環

境
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、「
開
か
れ

た
労
働
市
場
へ
の
移
行
と
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
段
階
的
な
廃
止
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
」
と
い
っ
た
議
題
で

は
、
現
段
階
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
存
在
は
必
要
で
あ
る
と
の
共
通
意

見
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
多
く
の
障
害
者
、
特
に
中
重

度
の
障
害
を
持
っ
た
方
々
の
働
く
場

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

と
し
て
、
労
働
や
様
々
な
分
野
に
お

い
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
は
喜
ば
し
い
で
す
が
、
そ
こ

に
至
る
法
律
や
制
度
は
歩
み
を
進
め

る
一
歩
で
あ
っ
て
、
本
当
の
意
味
で

実
現
す
る
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
近
年
は
生

産
性
を
重
き
に
捉
え
る
風
潮
が
強

く
、
新
語
に
タ
イ
パ
（
タ
イ
ム
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
）
と
い
っ
た
言
葉
が
挙

げ
ら
れ
る
時
代
で
す
。
も
ち
ろ
ん
労

働
で
す
の
で
生
産
性
も
大
切
で
す

が
、
同
時
に
数
字
で
は
測
れ
な
い
生

産
性
に
も
目
を
向
け
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
が
少
し

ず
つ
歩
み
寄
り
な
が
ら
よ
り
良
い
社

会
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

研修報告

.
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　10 月 14 日（金）にスペース・まどか 18 名・職員 8
名　セルプ 4 名・職員 4 名　新江ノ島水族館日帰り旅行
に行ってきました。
　悪天候による渋滞の影響で大幅に遅れての到着になってしまったが、時間をずらし予定通りの内容で行いまし
た。イルカショーでは園児の遠足が多く立ち見となってしまったが、イルカの色々なパフォーマンスで盛り上が
り、特にジャンプのシーンでは驚きと歓声が上がっていた。各班での自由行動ではそれぞれが好きな場所を見て
楽しんでいました。もう一つの楽しみとして最後にお土産屋さんでの買い物、即決する人、悩みに悩んで買って
いる人など皆さんそれぞれに思い出の品や、お菓子を買っていました。そして少し遅くなってしまった昼食へと
向かう、今回は鎌倉わかみやです。海鮮を中心とし品数も多く白米はお替り自由との事でお腹が減った皆様には

美味しく満足したとの声を多くもらいました。さて帰路につきますが、この時ドラ
イバーさんが機転を利かし予定とは違うインターから帰る事に、その甲斐もあり予
定通り道の駅へ寄る事も出来ました。その後、無事にあかつきへ到着。新型コロナ
の影響でずっと行けていなかった日帰り旅行とあって、皆さん楽しんで頂けたのは
本当に良かったと思います。

( スペース・まどか　橋本　達典 )

　
　10 月 14 日（金）にスペース・まどか 18 名・職員 8
名　セルプ 4 名・職員 4 名　新江ノ島水族館日帰り旅行
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向かう、今回は鎌倉わかみやです。海鮮を中心とし品数も多く白米はお替り自由との事でお腹が減った皆様には
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新江ノ島水族館日帰り旅行
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瑞穂町心身障害者（児）
福祉センター あゆみ
瑞穂町心身障害者（児）
福祉センター あゆみ

あかつき授産所あかつき授産所

セルプあかつき
スペース・まどか
セルプあかつき
スペース・まどか

新型コロナウイルスの影響で暫く中止していた日帰り旅行が実に3年振りに帰ってきました。

４つの事業所で実施された日帰り旅行。

それぞれ楽しんできた様子についてご覧ください。

　令和 4年 10月 12日、日帰り旅行を実施しました。
　地域活動支援センターの利用者は、ご家族での外出がなかなか気軽に出来
ない環境の方が多く、少しでも旅行らしい所内旅行を、出来れば普段できな
い経験が出来ればと考え、行先を河口湖に決定。計画段階では安全面・天気・
時間・食事場所と不安な点はありましたが、今回の旅行から旅行会社の方に
入ってもらい、ほぼクリアできました。
　観光船は甲板・半地下の船内・二階と３つのエリアに分かれていて甲板と船内の間にはリフトがあるのでスム
ーズに行き来ができます。旅行当日は曇り空で肌寒く、風にあたり続けるとなかなか寒いので室内にすぐ入れる
のはとても助かりました。船内には自由に使ってよい肩衣と軍配があり、簡単な武将コスプレをして遊べました。
二階へはリフトがないので車椅子の方は上がれず、当日は曇っていたことと風がとても強くあたるので寒く、上
がった利用者さんもすぐに降りてきたので特筆することはありません。強いて言えば見晴らしがとても良かった
です。天気が良ければ富士山が綺麗に見えたのでしょう。
　昼食は山梨県の代表的な郷土料理ほうとう、名産のワインを使ったレンコンの赤ワイン煮、河口湖といえばの
わかさぎフライと山梨県の郷土食豊かな食事を選びました。普段食べないものも多く「みんな食べられるのか？

ほとんど食べられなかったらどうしようか」と不安もありま
したが、みなさんほぼ完食でいらぬ心配でした。
　お土産は名産品から富士山を模ったお菓子、ワインなど
様々なものがあり、じっくり選ぶ方、全く興味を示さない方、
お土産は早々に選び自分が欲しいものをじっくり選ぶ方とい
ろいろで、購入したものも様々でした。
　観光船に乗って少し非日常の体験をし、郷土料理を食べ、
お土産に名産品を買う。
　時間に制限がある中でそれなりに旅行らしい旅行になり、
今回の所内旅行の目的は達成できたと感じています。

（押川　遊）
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ほとんど食べられなかったらどうしようか」と不安もありま
したが、みなさんほぼ完食でいらぬ心配でした。
　お土産は名産品から富士山を模ったお菓子、ワインなど
様々なものがあり、じっくり選ぶ方、全く興味を示さない方、
お土産は早々に選び自分が欲しいものをじっくり選ぶ方とい
ろいろで、購入したものも様々でした。
　観光船に乗って少し非日常の体験をし、郷土料理を食べ、
お土産に名産品を買う。
　時間に制限がある中でそれなりに旅行らしい旅行になり、
今回の所内旅行の目的は達成できたと感じています。

（押川　遊）

　昨秋、令和４年 10 月 14 日（金）、３年ぶりの日帰りバ
ス旅行に参加しました。デラックスバス２台に分乗しての出発となりました。朝は霧雨が降っていましたが、最
初の目的地の《大宮　鉄道博物館》に着く頃には雨も上がり、雲の隙間から少し薄日が差してきました。
　当日は「鉄道の日」に当たり、日本全国各地で様々なイベントがその前後の期間に亘り開催されていたようで、
鉄道博物館も混雑が予想されましたが、それほどでもありませんでした。
　館内では見学時間が短いこともあって、あまりあちこち見て回ることができませんでした。そのような中、特
に印象に残った場所が２か所ほどあります。１つ目は、先端部分がいかにも現代風といった形状をした車両２体
が横に並んだ、集合写真を撮った場所です。２つ目は、正面入口からその撮影場所への途中、通路脇に展示され
ていた古い年代を感じさせる車両が、何か郷愁を感じさせ、心に残っています。自分は鉄道にそれほど興味はな
かったのですが、個人的に再び今度はゆっくり１日かけて見学したいと思いました。
　今回の旅行のもう１つの楽しみが「川越　初かり亭」での昼食でした。いも会席ということで、さつまいもの

入ったご飯が特においしかったです。
　帰途、バスの添乗員さんが川越の古い街並みを丁寧に説明してくださり、加
えて、翌日と翌々日に控えた「川越祭り」の準備の様子も車窓から眺めること
ができ、非常によかったです。
　コロナ禍のため、令和２年と令和３年は旅行は中止になり、代替えとして所
内でのレクリエーションとなりましたが、旅行のほうが久しぶりということも
あって所内レクより、よい気分転換になり、楽しむことができました。

（印刷事業部　金子　健一）

令和４年度日帰り旅行
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　10 月 14 日（金）にスペース・まどか 18 名・職員 8
名　セルプ 4 名・職員 4 名　新江ノ島水族館日帰り旅行
に行ってきました。
　悪天候による渋滞の影響で大幅に遅れての到着になってしまったが、時間をずらし予定通りの内容で行いまし
た。イルカショーでは園児の遠足が多く立ち見となってしまったが、イルカの色々なパフォーマンスで盛り上が
り、特にジャンプのシーンでは驚きと歓声が上がっていた。各班での自由行動ではそれぞれが好きな場所を見て
楽しんでいました。もう一つの楽しみとして最後にお土産屋さんでの買い物、即決する人、悩みに悩んで買って
いる人など皆さんそれぞれに思い出の品や、お菓子を買っていました。そして少し遅くなってしまった昼食へと
向かう、今回は鎌倉わかみやです。海鮮を中心とし品数も多く白米はお替り自由との事でお腹が減った皆様には

美味しく満足したとの声を多くもらいました。さて帰路につきますが、この時ドラ
イバーさんが機転を利かし予定とは違うインターから帰る事に、その甲斐もあり予
定通り道の駅へ寄る事も出来ました。その後、無事にあかつきへ到着。新型コロナ
の影響でずっと行けていなかった日帰り旅行とあって、皆さん楽しんで頂けたのは
本当に良かったと思います。

( スペース・まどか　橋本　達典 )
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新型コロナウイルスの影響で暫く中止していた日帰り旅行が実に3年振りに帰ってきました。

４つの事業所で実施された日帰り旅行。

それぞれ楽しんできた様子についてご覧ください。

　令和 4年 10月 12日、日帰り旅行を実施しました。
　地域活動支援センターの利用者は、ご家族での外出がなかなか気軽に出来
ない環境の方が多く、少しでも旅行らしい所内旅行を、出来れば普段できな
い経験が出来ればと考え、行先を河口湖に決定。計画段階では安全面・天気・
時間・食事場所と不安な点はありましたが、今回の旅行から旅行会社の方に
入ってもらい、ほぼクリアできました。
　観光船は甲板・半地下の船内・二階と３つのエリアに分かれていて甲板と船内の間にはリフトがあるのでスム
ーズに行き来ができます。旅行当日は曇り空で肌寒く、風にあたり続けるとなかなか寒いので室内にすぐ入れる
のはとても助かりました。船内には自由に使ってよい肩衣と軍配があり、簡単な武将コスプレをして遊べました。
二階へはリフトがないので車椅子の方は上がれず、当日は曇っていたことと風がとても強くあたるので寒く、上
がった利用者さんもすぐに降りてきたので特筆することはありません。強いて言えば見晴らしがとても良かった
です。天気が良ければ富士山が綺麗に見えたのでしょう。
　昼食は山梨県の代表的な郷土料理ほうとう、名産のワインを使ったレンコンの赤ワイン煮、河口湖といえばの
わかさぎフライと山梨県の郷土食豊かな食事を選びました。普段食べないものも多く「みんな食べられるのか？

ほとんど食べられなかったらどうしようか」と不安もありま
したが、みなさんほぼ完食でいらぬ心配でした。
　お土産は名産品から富士山を模ったお菓子、ワインなど
様々なものがあり、じっくり選ぶ方、全く興味を示さない方、
お土産は早々に選び自分が欲しいものをじっくり選ぶ方とい
ろいろで、購入したものも様々でした。
　観光船に乗って少し非日常の体験をし、郷土料理を食べ、
お土産に名産品を買う。
　時間に制限がある中でそれなりに旅行らしい旅行になり、
今回の所内旅行の目的は達成できたと感じています。

（押川　遊）
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防

に
終
始
し
た
一
年
に
な
っ
て
し
ま

い
、
丸
３
年
コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
運

営
が
続
い
て
い
ま
す
。
依
然
予
断
が

許
さ
れ
な
い
状
況
で
す
が
、
日
本
の

経
済
・
社
会
活
動
は
既
に
緩
和
政
策

に
よ
り
、
正
常
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
あ
か
つ
き
コ

ロ
ニ
ー
で
も
昨
年
10
月
に
は
日
帰
り

旅
行
を
３
年
ぶ
り
に
実
施
し
、
外
に

出
か
け
る
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
利
用
者
か
ら
も
「
楽
し
か
っ

た
」「
ま
た
行
き
た
い
」
と
い
う
声

を
頂
き
、
実
施
で
き
て
良
か
っ
た
と

思
う
反
面
、
利
用
期
限
が
定
め
ら
れ

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
と
っ

て
は
最
初
で
最
後
の
参
加
者
も
お

り
、
素
直
に
喜
べ
な
い
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
戦
争
が
勃
発
し
、
世
界
に
暗
い

影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
命

が
失
わ
れ
て
い
く
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る

た
び
に
、
人
類
の
愚
か
さ
を
感
じ
ざ

る
を
え
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

円
安
の
影
響
も
相
ま
っ
て
物
価
の
高

騰
な
ど
私
た
ち
の
生
活
環
境
に
大
き

く
影
響
し
て
お
り
、
施
設
運
営
面
で

も
光
熱
費
や
燃
料
費
の
高
騰
な
ど
、

大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
の
で
、
早

く
平
穏
な
日
々
に
戻
っ
て
も
ら
い
た

い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
様
な
背
景
の
な
か
、
あ
か
つ

き
コ
ロ
ニ
ー
の
本
分
で
も
あ
る
就
労

支
援
事
業
も
前
々
年
度
よ
り
前
年
度
、

前
年
度
よ
り
今
年
度
と
少
し
ず
つ
で

す
が
回
復
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

作
業
に
よ
り
一
長
一
短
は
あ
り
ま

す
が
、
新
た
な
仕
事
の
開
拓
や
、
受

注
や
原
材
料
の
確
保
な
ど
で
も
、
担

当
者
そ
れ
ぞ
れ
が
努
力
と
工
夫
を
重

ね
て
い
た
だ
き
、
一
定
の
成
果
が
得

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
に
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
今
年
も
気
を
引
き
締
め
て
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
２

点
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　

令
和
６
年
度
よ
り
自
然
災
害
発
生

時
と
感
染
症
発
生
時
の
事
業
継
続
計

画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
の
作
成

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
あ

か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
は
令
和
３
年
度

後
半
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
上

げ
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
自
然
災
害
と
感
染
症
の
２
チ
ー

ム
に
分
け
進
め
て
い
ま
す
が
、
ほ
ぼ

完
成
に
近
づ
い
て
お
り
、
今
年
度
内

に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。
あ
か
つ

き
コ
ロ
ニ
ー
で
は
平
成
26
年
４
月
に

震
災
発
生
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら

は
震
災
発
生
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
変
更
し
、
今
後
も
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　

２
点
目
の
報
告
は
新
た
な
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
で
す
。

　

国
の
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
を
得
て
、

昨
年
９
月
に
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
社
の
ほ
の

ぼ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
現

在
立
上
げ
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。
従

来
は
記
録
関
係
は
ア
ク
セ
ス
を
使
用

し
、
個
別
支
援
計
画
は
エ
ク
セ
ル
に

て
作
成
、
請
求
関
係
は
国
保
連
の
簡

易
入
力
シ
ス
テ
ム
で
対
応
し
て
き
ま

し
た
が
、
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、

日
々
の
各
種
記
録
か
ら
個
別
支
援
計

画
、
そ
し
て
請
求
管
理
ま
で
一
元
管

理
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
覚
え
て
い
く

こ
と
は
大
変
で
す
が
、
課
題
で
あ
っ

た
各
様
式
の
統
一
化
が
図
ら
れ
、
デ

ー
タ
の
リ
ン
ク
は
効
率
化
と
情
報
の

共
有
化
が
向
上
で
き
ま
す
。
ま
た
請

求
管
理
は
今
ま
で
総
務
部
で
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
各
職
員
が
行

っ
て
い
く
事
で
、
制
度
の
理
解
が
深

め
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
あ
げ
た
事
は
、
職
員
個
々
の

専
門
性
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
、
ひ
い
て
は
利
用
者
支
援

の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
と

な
り
、
そ
こ
が
支
援
シ
ス
テ
ム
の
目

標
で
も
あ
り
ま
す
。

　

10
月
以
降
講
習
が
行
わ
れ
て
い

て
、
各
職
員
、
操
作
の
訓
練
中
の
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
中
に

は
各
施
設
で
シ
ス
テ
ム
を
立
上
げ
、

稼
働
に
移
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

最
後
に
就
労
移
行
支
援
・
就
労
定

着
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
の
今
年
度

末
で
の
廃
止
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
は
平
成
９
年
７

月
に
定
員
20
名
で
身
体
障
害
者
通
所

授
産
施
設
と
し
て
開
設
し
、
平
成
18

年
10
月
に
就
労
移
行
支
援
に
新
体
系

移
行
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
30
年
10

月
か
ら
就
労
定
着
支
援
を
追
加
す
る

形
で
開
始
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
25
年
の
長
き
に
渡
り
通
所
利
用

の
障
が
い
が
あ
る
方
の
支
援
を
行

い
、
就
労
移
行
支
援
施
設
に
変
わ
っ

て
か
ら
は
、
一
般
就
職
の
支
援
に
尽

力
し
、
多
く
の
就
職
者
を
輩
出
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
在
籍
利
用
者
数
の
減
少

が
進
み
、
施
設
運
営
の
継
続
が
大
変

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

今
後
も
大
幅
な
利
用
者
の
増
員
が
見

込
め
な
い
こ
と
が
廃
止
の
理
由
で
す
。

　

現
在
は
５
名
の
障
が
い
の
あ
る
方

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
り
の
期

間
で
就
職
支
援
を
継
続
し
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
雇
用
に
結
び
つ
け
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

仮
に
就
職
が
出
来
な
か
っ
た
方
に

対
し
て
も
し
っ
か
り
受
け
皿
を
確
保

し
、
移
行
先
を
決
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
就
職
後
の
支
援
を
行
う
就

労
定
着
支
援
は
、
同
一
敷
地
に
あ
る

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
ス
ペ
ー
ス
・
ま

ど
か
に
就
労
定
着
支
援
を
新
設
し
、

同
様
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
に
と
っ
て
、

就
労
移
行
支
援
は
障
が
い
が
あ
る
方

の
自
立
支
援
を
行
っ
て
い
く
う
え
で

重
要
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

残
念
な
が
ら
今
回
廃
止
の
選
択
を
し

ま
し
た
が
、
将
来
状
況
が
変
わ
れ
ば

ま
た
復
活
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力

の
も
と
障
害
者
の
自
立
支
援
、
就
労

支
援
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

常 

務 

理 

事

髙 

橋　　  

毅

常 

務 

理 

事

髙 

橋　　  

毅毅毅
セルプあかつき
澤田　恵利 さん

スペース・まどか
小野　緑 さん

「
優
生
保
護
法
問
題
の

　
　

全
面
解
決
を
目
指
す

　
　
　
　

10　
25
全
国
集
会
」
に

行
っ
て
き
ま
し
た

　
　

瑞
穂
町
障
害
者

　
　
　

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

西
出　

英
高

　

令
和
4
年
10
月
25
日
（
火
）、
日

比
谷
公
園
大
音
楽
堂
に
て
全
国
集
会

が
行
わ
れ
、
私
西
出
が
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
集
会
に

は
、
屋
外
で
ま
た
雨
が
ち
ら
つ
い
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
に
は

1
，3
0
0
人
が
集
ま
り
オ
ン
ラ
イ

ン
で
は
1
，2
0
0
人
が
参
加
さ
れ

て
、
国
に
真
相
究
明
、
謝
罪
、
補
償

を
求
め
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

優
生
保
護
法
問
題
と
は
、
こ
の
優

生
思
想
を
持
っ
た
法
律
が
1
9
4
8

年
か
ら
1
9
9
6
年
ま
で
施
工
さ
れ

て
お
り
、「
優
生
上
の
見
地
か
ら
不

良
な
子
孫
の
出
生
を
防
止
す
る
と
と

も
に
…
」
と
い
っ
た
名
目
で
障
害
を

も
つ
方
に
、
国
が
強
制
的
に
中
絶
や

不
妊
手
術
を
行
っ
た
と
い
う
経
緯
が

あ
り
ま
し
た
。
わ
か
っ
て
い
る
だ
け

で
も
1
6
，0
0
0
人
の
方
々
が
被

害
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
集
会
に
は
、
全
国
か
ら
国

賠
訴
訟
の
原
告
や
家
族
、
弁
護
団
、

支
援
者
の
方
々
が
登
壇
し
訴
え
て
い

ま
し
た
。
ま
た
中
に
は
県
の
規
則
に

反
し
て
優
生
手
術
記
録
を
焼
却
処
分

し
、
手
術
実
態
の
調
査
を
求
め
る
市

民
団
体
の
要
望
に
応
じ
な
か
っ
た
元

県
知
事
の
方
も
登
壇
し
謝
罪
さ
れ
て

も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
に
参
加
す
る
に
あ
た
り

改
め
て
「
優
生
保
護
法
」
に
つ
い
て

学
び
な
お
し
ま
し
た
が
、
こ
の
法
案

が
出
来
た
の
が
な
ん
と
戦
後
か
ら
で

あ
り
、
1
9
9
6
年
に
「
母
体
保
護

法
」
へ
と
改
正
さ
れ
ま
す
が
つ
い
最

近
ま
で
こ
の
法
律
が
あ
っ
た
事
に
衝

撃
を
覚
え
ま
し
た
。

　

2
0
1
8
年
に
な
り
、
や
っ
と
国

に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
起

こ
す
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
年
齢
の
事
も
あ
り
原
告

31
人
の
う
ち
既
に
5
人
が
亡
く
な
ら

れ
て
い
る
と
の
事
で
す
。
手
術
か
ら

何
十
年
も
た
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

証
拠
と
な
る
資
料
等
を
見
つ
け
る
の

は
困
難
を
極
め
る
事
に
な
る
の
で
し

ょ
う
が
、
文
書
の
開
示
を
求
め
た
ら

そ
の
証
拠
が
出
て
き
た
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

　

優
生
保
護
法
は
無
く
な
り
ま
し
た

が
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
の
殺
傷

事
件
等
、
優
生
思
想
と
い
う
の
は
ま

だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
と
も
感
じ
ま

す
。
私
は
こ
の
集
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
今
回
の
被
害
者
の
方
々

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
こ
れ
は
障
害

の
あ
る
方
全
体
の
問
題
で
も
あ
り
、

更
に
は
私
達
の
身
近
に
も
あ
り
得
る

問
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
深
く

考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

Ｗ
Ｊ
国
際
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

　
　

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら

施
設
長　

戸
村　

仁
郎

　

去
る
11
月
15
日
Ｗ
Ｊ（
ワ
ー
カ
ビ

リ
テ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン
）
主
催
の
「
改

め
て
考
え
る
！
シ
ェ
ル
タ
ー
ド
・
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
役
割
と
展
望
」
の

国
際
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
は
2
0
1
4
年
1
月
に
障
害
者

権
利
条
約
に
批
准
し
、
2
0
2
2
年

9
月
に
障
害
者
権
利
委
員
会
（
以
下
、

権
利
委
員
会
）
か
ら
日
本
政
府
に
初

と
な
る
勧
告
（
総
括
所
見
）
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
権
利
委
員
会
で
は
、
シ

ェ
ル
タ
ー
ド
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
保

護
さ
れ
た
労
働
施
設
/
日
本
に
お
け

る
就
労
移
行
支
援
や
就
労
継
続
支
援

に
相
当
/
以
下
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

に
消
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
て
お

り
、
開
か
れ
た
労
働
市
場
へ
の
移
行
、

い
わ
ゆ
る
一
般
企
業
へ
の
移
行
の
促

進
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
よ
り
先
に

権
利
条
約
に
批
准
し
、
同
じ
よ
う
に

勧
告
を
受
け
た
「
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ

ツ
」
各
国
の
制
度
面
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
役
割
を
日
本
と
比
較
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
制
度
面
の
一
例

を
挙
げ
る
と
、
日
本
で
は
所
得
保
障

と
し
て
障
害
者
年
金
が
あ
り
ま
す

が
、
各
国
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
労
働
に
対
す
る
保
障
/
補
填
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
国
に
よ
っ
て
物
価

等
は
異
な
り
ま
す
が
、
収
入
面
で
は

日
本
よ
り
も
手
厚
く
先
進
的
で
あ

り
、
生
活
を
送
る
に
は
十
分
か
と
い

う
視
点
で
保
障
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
日
本
の
制
度
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、

セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
論
点
と
し
て
、

各
国
と
も
に
権
利
委
員
会
か
ら
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
分
離
さ
れ
た
労
働
環

境
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、「
開
か
れ

た
労
働
市
場
へ
の
移
行
と
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
段
階
的
な
廃
止
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
」
と
い
っ
た
議
題
で

は
、
現
段
階
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
存
在
は
必
要
で
あ
る
と
の
共
通
意

見
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
多
く
の
障
害
者
、
特
に
中
重

度
の
障
害
を
持
っ
た
方
々
の
働
く
場

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

と
し
て
、
労
働
や
様
々
な
分
野
に
お

い
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
は
喜
ば
し
い
で
す
が
、
そ
こ

に
至
る
法
律
や
制
度
は
歩
み
を
進
め

る
一
歩
で
あ
っ
て
、
本
当
の
意
味
で

実
現
す
る
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
近
年
は
生

産
性
を
重
き
に
捉
え
る
風
潮
が
強

く
、
新
語
に
タ
イ
パ
（
タ
イ
ム
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
）
と
い
っ
た
言
葉
が
挙

げ
ら
れ
る
時
代
で
す
。
も
ち
ろ
ん
労

働
で
す
の
で
生
産
性
も
大
切
で
す

が
、
同
時
に
数
字
で
は
測
れ
な
い
生

産
性
に
も
目
を
向
け
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
が
少
し

ず
つ
歩
み
寄
り
な
が
ら
よ
り
良
い
社

会
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

研修報告

.
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浅
草
・
上
野
物
語

 

皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
コ
ロ
ナ
収
束
の

兆
し
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
規
制
緩
和

に
よ
り
徐
々
に
社
会
も
流
動
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
海
外
か
ら
の
旅
行
客
も
受
け

入
れ
、
観
光
地
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
賑
わ
い
を
見
せ
て
き
て
い
ま

す
。
皆
様
は
初
詣
に
は
行
か
れ
た
で
し

ょ
う
か
。
私
が
初
詣
と
聞
い
て
思
い
浮

か
ぶ
の
は
東
京
屈
指
の
観
光
地
で
あ
る

浅
草
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
私
が
生
ま

れ
育
っ
た
浅
草
、
そ
し
て
上
野
に
つ
い

て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
生
ま

れ
た
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
の
年

で
、
米
軍
か
ら
の
空
襲
が
激
し
さ
を
増

し
て
い
た
時
期
で
し
た
。
東
京
大
空
襲

で
浅
草
一
帯
も
焼
け
野
原
に
な
り
ま
し

た
。

 

こ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
の
明
治
時

代
、
浅
草
に
凌
雲
閣
（
通
称
浅
草
十
二

階
）
と
い
う
眺
望
塔
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
設
計
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
バ
ル

ト
ン
と
い
う
人
物
で
、
八
角
形
10
階
建

て
レ
ン
ガ
造
り
の
頂
部
に
木
造
2
階
建

と
い
う
構
造
で
全
高
67
メ
ー
ト
ル
と
当

時
の
建
築
で
は
最
も
高
く
、
日
本
初
の

電
動
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
で
評
判
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

残
念
な
が
ら
大
正
12
年
の
関
東
大
震
災

で
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今
で
は
そ

の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
ビ
ル
側
面
に
描

か
れ
た
錦
絵
で
そ
の
姿
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
次
に
都
内
最
古
の
寺

院
に
し
て
浅
草
の
シ
ン
ボ
ル
、
浅
草
寺

で
す
。
6
2
8
年
に
聖
観
世
音
菩
薩
を

安
置
し
た
の
が
そ
の
始
ま
り
と
い
わ

れ
、
正
月
の
初
詣
に
始
ま
り
節
分
会
や

羽
子
板
市
な
ど
江
戸
時
代
か
ら
代
々
受

け
継
が
れ
て
き
た
年
中
行
事
に
は
今
も

多
く
の
人
が
訪
れ
れ
ま
す
。

 

さ
て
、
そ
の
浅
草
に
は
4
つ
の
浅
草

駅
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
３
つ
は
浅

草
寺
の
近
く
に
あ
り
、
「
観
音
様
」
が

人
々
を
集
め
て
き
た
歴
史
を
し
の
ば
せ

ま
す
。
最
初
の
地
下
鉄
は
昭
和
２
年
12

月
30
日
、
東
洋
初
の
地
下
鉄
と
し
て
浅

草
―
上
野
間
2.
2
キ
ロ
が
開
業
し
ま

し
た
。
昭
和
4
年
に
設
け
ら
れ
た
浅
草

駅
の
２
つ
の
地
下
鉄
出
入
口
の
デ
ザ
イ

ン
は
当
時
地
下
鉄
を
運
営
し
た
東
京
地

下
鉄
道
が
公
募
し
ま
し
た
。
地
下
鉄
ビ

ル
（
浅
草
雷
門
ビ
ル
）
側
の
出
入
り
口

は
、
当
時
ア
ー
ル
デ
コ
風
の
装
飾
で
し

た
。
一
方
、
我
妻
橋
側
の
出
入
り
口
は

寺
院
風
様
式
で
建
設
当
時
の
姿
の
ま
ま

に
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。
因
み
に
こ

の
時
走
っ
た
地
下
鉄
車
両
1
0
0
1
号

車
は
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
江
戸
川
区
の

地
下
鉄
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
昭
和
6
年
に
東
武
鉄

道
、
35
年
に
都
営
地
下
鉄
が
浅
草
荷
役

を
設
け
、
時
代
が
変
わ
っ
た
平
成
17
年

に
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
浅
草
駅

が
、
か
つ
て
の
浅
草
６
区
に
誕
生
し
ま

し
た
。
そ
し
て
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
平
成

24
年
2
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
春
に
は

満
開
の
桜
並
木
と
共
に
墨
堤
に
、
ま
た

夏
に
は
隅
田
川
に
浮
き
上
が
る
花
火
と

共
に
、
江
戸
の
風
情
が
醸
し
出
す
下
町

情
緒
と
超
近
代
技
術
の
粋
が
融
合
し
息

を
の
む
よ
う
な
美
し
さ
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
高
さ
6
3
4
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

か
ら
の
眺
望
は
、
遥
か
南
に
箱
根
、
富

士
山
か
ら
東
京
湾
一
帯
、
東
は
房
総
、

西
に
は
秩
父
の
山
並
み
、
さ
ら
に
北
に

は
筑
波
山
と
日
光
の
山
々
ま
で
見
渡
せ

て
、
四
季
折
々
に
訪
れ
る
人
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

 

私
の
も
う
一
つ
の
散
歩
道
が
浅
草
の

隣
り
の
上
野
で
す
。
上
野
の
歴
史
は
古

く
、
幕
末
、
旧
幕
府
軍
の
最
後
の
砦
と

な
っ
た
の
が
上
野
宝
永
寺
で
す
。
新
政

府
軍
の
猛
攻
に
よ
っ
て
寺
は
焼
け
落

ち
、
そ
の
跡
地
に
は
上
野
恩
賜
公
園
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
美
術
館

や
博
物
館
、
動
物
園
が
設
立
さ
れ
、
東

京
屈
指
の
芸
術
と
文
化
の
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
上
野
が
京
都
に
似
せ
て
作
ら

れ
て
い
る
と
い
う
事
は
意
外
と
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
不
忍
池
は
琵

琶
湖
を
、
清
水
観
音
堂
は
清
水
寺
を
模

し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
上
野
と
京
都
の
関
係
に
つ
い
て

た
ま
た
ま
見
た
テ
レ
ビ
で
非
常
に
興
味

深
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。
上
野
に
あ
る

寛
永
寺
と
い
う
お
寺
は
、
寛
永
2
年
に

慈
眼
大
師
天
海
大
僧
正
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
ま
し
た
。
徳
川
家
康
、
秀
忠
、
家

光
公
の
三
代
に
わ
た
る
将
軍
の
帰
依
を

受
け
た
天
海
大
僧
正
は
徳
川
幕
府
の
安

泰
と
万
民
の
平
安
を
祈
願
す
る
た
め
、

江
戸
城
の
鬼
門
に
あ
た
る
上
野
の
大
地

に
寛
永
寺
を
建
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

平
安
の
昔
に
開
か
れ
た
比
叡
山
延
暦
寺

が
、
京
都
御
所
の
鬼
門
に
位
置
し
、
朝

廷
の
安
穏
を
祈
る
鎮
護
国
家
の
道
場
で

あ
っ
た
こ
と
に
倣
っ
た
も
の
で
山
号
は

東
の
比
叡
山
と
い
う
意
味
で
東
叡
山
と

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
延
暦
寺
同
様
、

創
建
時
の
元
号
を
用
い
る
事
を
許
可
さ

れ
寛
永
寺
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
寛
永

寺
は
天
台
宗
の
別
格
大
本
山
の
お
寺
で

す
が
、
幕
末
の
上
野
戦
争
に
よ
り
大
部

分
が
焼
失
さ
れ
上
野
恩
賜
公
園
と
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
も
ま
た
関
東
大
震
災
や

太
平
洋
戦
争
で
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
今
日
の
よ
う
に
復
興
し
ま
し
た
。

 

こ
う
し
て
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地

の
歴
史
を
た
ど
る
と
「
今
」
と
い
う
こ

の
時
は
過
去
か
ら
の
脈
々
と
し
た
連
な

り
の
先
に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

昨
年
も
大
変
な
年
で
し
た
。
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
、
長
引
く
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
等
暗
い
話
ば
か
り
で
し

た
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
興
亡
衰
退
を

繰
り
返
し
今
が
あ
る
こ
と
に
思
い
を
馳

せ
た
時
、
今
の
こ
の
困
難
な
状
況
も
乗

り
超
え
て
い
け
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま

す
。

7

８　

月

　

４　

虐
待
防
止
委
員
会

　

７　

法
人
施
設
ボ
イ
ラ
ー
解
体
・
検
査

（
８
日
迄
）

　

８　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

　

17　

さ
く
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査（

18
日
迄
）

　

18　

法
人
施
設
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査　（

19
日
迄
）

　

19　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
委
員
会（

自
然
災
害
）

　

22　

あ
ゆ
み
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査（

24
日
迄
）

　

23　

さ
く
ら
所
内
レ
ク

　
　
　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練（

地
活
）

　

25　

研
修
委
員
会

　

27　

あ
ゆ
み
夕
涼
み
会　
　
　
　
　

　

29　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
委
員
会

（
感
染
症
対
策
）

  ９　

月

　

６　

防
火
設
備
点
検　
（
法
人
施
設
）

　

15　

法
人
施
設
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査　（

16
日
迄
）

　

　　

瑞
穂
町
指
定
管
理
施
設
ヒ
ヤ
リ

　
　
　

ン
グ　
　
　
　
　
　
（
さ
く
ら
）

　

20　

さ
く
ら
地
震
避
難
訓
練

　

21　

利
用
者
健
康
診
断

（
法
人
施
設　

22
日
迄
）

　
　
　

瑞
穂
町
指
定
管
理
施
設
ヒ
ヤ
リ

　
　
　

ン
グ　
　
　
　
　
　
（
あ
ゆ
み
）

　

23　

法
人
施
設
外
壁
補
修（

30
日
迄
）

　

26　

あ
ゆ
み
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
28
日
迄
）

　

27　

法
人
施
設
地
震
避
難
訓
練

　

28　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
委
員
会（

自
然
災
害
）

　

30　

法
人
創
立
記
念
日

　
　
　

利
用
者
健
康
診
断（

法
人
施
設
）

　
　
　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

（
地
活
・
タ
イ
ム
ケ
ア
）

10　

月

　

12　

あ
ゆ
み
日
帰
り
旅
行　
（
地
活
）

　
　
　

研
修
委
員
会

　

14　

法
人
施
設
日
帰
り
旅
行

　
　
　

あ
ゆ
み
建
物
検
査　

　

17　

あ
ゆ
み
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査（

19
日
迄
）

　

18　

さ
く
ら
健
康
診
断

　

19　

さ
く
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査（

20
日
迄
）

　

21　

さ
く
ら
建
物
検
査

　

24　

法
人
施
設
建
築
検
査

　
　
　

さ
く
ら
消
防
設
備
点
検

　

27　

法
人
施
設
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査　（

28
日
迄
）

　

28　

法
人
施
設
ボ
イ
ラ
ー
切
替

　

29　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
・
引
渡
し
訓
練

　

主　

な　

事　

柄

理 

事 

長

鈴 

木　

賢  

一

理 

事 

長

鈴 

木　

賢  

一

浅
草

上
野
物
語新

人

紹

介

　昨年の８月から入所をいたしました。私は一年間で卒業を
目指して日々努力しています。訓練内容を理解し、SST（社
会的技能訓練）で学んだ内容も決して忘れずに理解して、十
分に技能（スキル）を身に付けてから卒業していきたいと思
います。趣味は、カラオケや鉄道（特急列車、新幹線）を見
たり、乗ったりすることです。よろしくお願いいたします。

セ 

ル 

プ

黒
﨑　

智
成 

さ
ん

　皆様こんにちは。私は10月からこちらでトイレ清掃
をさせて頂いています。もともと清掃が好きで、以前
も清掃の仕事に携わっていました。日々自立のために
コツコツ努力して頑張っています。人の役に立つ事が
好きで、ほめて頂けると大変励みになります。どうか
温かい目で見守ってくださるとさいわいです。

授 

産 

所

三
森　

愛
子 

さ
ん

　12月からお仲間に入りました。ま
だ右も左も分からず、諸先輩の指導
のもと日々頑張っています。仕事や
周りの職員さんにも早く慣れて、長
く楽しくやっていきたいので、これ
からよろしくお願いいたします。

あ 

ゆ 

み

宮
岡　

由
雄 

さ
ん

　瑞穂リサイクルプラザにお世話に
なって3ヶ月がたちました。このよう
な仕事は始めてなのですが、少しで
も利用者さんのお役にたてるよう
日々こつこつとがんばっていきます。
　よろしくお願いします。

さ 

く 

ら

才
木　

和
代 

さ
ん

　令和4年9月より勤務させていただい
ております。利用者様の健康管理、精
神的サポート、安全保持に配慮しなが
ら利用者様がよりよい一日を過ごして
いけるように努めていきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

あ 

ゆ 

み

岡
部　

伸
司 

さ
ん

　10月より非常勤の支援員として勤
め始めました。自分にとっては未知の
世界の仕事で戸惑う事も多いですが、
一日も早く覚えて皆さんの足手まとい
にならないようチャレンジして参りま
す。よろしくお願い致します。

さ 

く 

ら

林　

智
幸 

さ
ん

我が家のペット自慢我が家のペット自慢
　我が家のボストンテリアの次郎（１歳半）です。
　昨年の５月に保護犬だったパグのプータが亡くなり、同年７月に新しい家族として
次郎を迎えました。飼い始めた当初は予想以上の元気っぷりで、ぬいぐるみやおもち
ゃはすぐに壊され、甘噛みがひどく毎日手が傷だらけ、いくら歩いても疲れない体力…。
こちらの体力がもたないと自信を失いかけた時もありましたが、１歳を過ぎたころか
ら徐々に落ち着いてきて、どうにかこうにか楽しく暮らしています。未だにいたずら
好きは健在ですが、叱られるとお腹を出したり、顔を舐めてきて許しを乞うてくる可
愛い一面もあります。こんな次郎ですが今後ともよろしくお願いします。

セルプあかつき　利根川　正



編
集
後
記

編
集
後
記

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

 

昨
年
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
聞
を
読
ん
で
頂
い
て
い

る
皆
様
に
少
し
で
も
当
法
人
の

活
動
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
．Ｍ
）

入
所・退
所

入
所・退
所
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11　

月

　

12　
法
人
施
設
外
壁
劣
化
部
分
除
去
工
事

　

15　

法
人
施
設
火
災
避
難
訓
練

　

16　

研
修
委
員
会

　

24　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練（

地
活
）

　

25　

東
京
都
実
地
検
査

（
授
産
所
・
ま
ど
か
）

　

26　

法
人
施
設
エ
レ
ベ
ー
タ
修
繕

　

28　

理
事
会

　

29　

あ
ゆ
み
地
震
避
難
訓
練

（
タ
イ
ム
ケ
ア
）

　

30　

東
京
都
実
地
検
査

（
法
人
・
セ
ル
プ
）

　
12　

月

　

８　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
委
員
会

（
感
染
症
対
策
）

　
　
　

虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

　

12　

さ
く
ら
所
内
レ
ク

　
　
　

あ
ゆ
み
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査（

14
日
迄
）

　

24　

あ
ゆ
み
ク
リ
ス
マ
ス
会

８　

月

　

２　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修（

永
井
）

　

３　

人
権
研
修　
　
　
　

（
加
藤
）

　

５　

精
神
保
健
福
祉
研
修
（
大
庭
）

　

10　

Ｗ
Ｊ
理
事
会　
　
　

（
髙
橋
）

　

19　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
）

　

23　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　

25　

就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議　
　

（
小
林
・
茂
木
）

　

29　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

（
冨
田
・
神
山
）

９　

月

　

１　

イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会
（
遠
藤
）

　

２　

西
多
摩
就
労
連
絡
会
（
西
出
）

　

６　

虐
待
防
止
法
人
内
研
修

　

７　

イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会
（
髙
橋
）

　

９　

地
域
連
絡
会
議　
　

（
冨
田
）

　
　
　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
）

　

12　

ゼ
ン
コ
ロ
月
例Zoom

会
議

（
遠
藤
）

　
　
　

虐
待
防
止
法
人
内
研
修

　

13　

イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会
（
松
木
）

　

15　

ゼ
ン
コ
ロ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

（
神
山
・
増
渕
・
遠
藤
）

　

20　

人
権
研
修　

（
長
沼
・
齋
藤
）

　
　
　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　

21　

西
多
摩
生
活
困
窮
全
体
会

（
西
出
）

　

22　

就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議　
　

（
小
林
）

　

26　

瑞
穂
町
内
社
福
法
人
連
絡
会

（
戸
村
）

　
　
　

地
域
公
共
交
通
会
議
（
戸
村
）

　
　
　

高
次
脳
機
能
障
害
意
見
交
換
会

（
西
出
）

　

27　

Ｊ
Ｄ
権
利
条
約
学
習
会（

遠
藤
）

10　

月

　

６　

交
通
安
全
法
定
講
習
（
永
井
）

　

７　

自
転
車
安
全
利
用
セ
ミ
ナ
ー

（
藤
澤
・
小
俣
）

　

12　

お
伊
勢
の
森
連
絡
会
（
冨
田
）

　

14　

精
神
業
務
連
絡
会　

（
冨
田
）

　

17　

中
堅
職
員
研
修　
　

（
齋
藤
）

　

18　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　

19　

武
蔵
村
山
市
就
労
支
援
部
会

（
冨
田
・
神
山
）

　

24　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会（

遠
藤
）

　

25　

優
生
保
護
法
全
国
集
会（

西
出
）

　

26　

精
神
保
健
福
祉
研
修
（
冨
田
）

　

27　

就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議　

（
小
林
・
茂
木
）

11　

月

　

４　

Ｗ
Ｊ
理
事
会　
　
　

（
髙
橋
）

　

８　

東
社
協
総
会　
　
　

（
永
井
）

　

10　

地
域
さ
さ
え
あ
い
連
絡
協
議
会

（
大
滝
）

　

11　

地
域
連
絡
会
議　
　

（
冨
田
）

　
　
　

精
神
業
務
連
絡
会

　

（
藤
澤
・
冨
田
）

      　

羽
村
特
支
学
校
運
営
協
議
会

（
西
出
）

　

12　

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
研
修

（
齋
藤　

13
日
迄
）

　

15　

武
蔵
村
山
市
地
域
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　
　
　

Ｗ
Ｊ
国
際
セ
ミ
ナ
ー

（
10
名
参
加
）

　

16　

マ
ー
レ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
行
き

（
永
井
・
長
沼
）

　

24  

就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議　
　

（
小
林
）

　

26　

瑞
穂
社
協
50
周
年
式
典

（
五
十
嵐
）

12　

月

　

３　

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
研
修

（
齋
藤　

６
日
迄
）

　

６　

ゼ
ン
コ
ロ
発
達
障
害
支
援
研
修

　
　

（
神
山
・
冨
田
・
増
渕
・

細
川
大
・
遠
藤
）

　

９　

精
神
業
務
連
絡
会

（
藤
澤
・
冨
田
）

　

14　

お
伊
勢
の
森
連
絡
会
（
冨
田
）

　

15　

都
福
祉
保
健
局
行
き

（
髙
橋
・
遠
藤
）

　
　
　

食
品
衛
生
講
習
会　

（
大
月
）

　

22　

安
全
運
転
管
理
者
講
習
会

（
五
十
嵐
）

　

21　

高
次
脳
機
能
障
害
者
相
談
支
援

　
　
　

員
連
絡
会　
　
　
　

（
西
出
）

　

22　

就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

（
小
林
・
茂
木
）

　

＊
出
張
・
研
修
に
は
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
会
議
も
含
ま
れ
ま
す
。

■
入
所

　

８
月　

黒
﨑　

智
成
（
セ
ル
プ
）

　

９
月　

才
木　

和
代
（
さ
く
ら
）

　
　
　
　

岡
部　

伸
司
（
あ
ゆ
み
）

　

10
月　

三
森　

愛
子
（
授
産
所
）

　
　
　
　

林　
　

智
幸
（
さ
く
ら
）

　

12
月　

泉
澤　

啓
介
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

宮
岡　

由
雄
（
あ
ゆ
み
）

■
退
所

　

８
月　

比
留
間
海
乙
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　

本
多　
　

望
（
あ
ゆ
み
）

　

９
月　

荒
井　

歩
夏
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

高
橋　
　

聡
（
さ
く
ら
）

　
　
　
　

石
川　
　

勉
（
あ
ゆ
み
）

　

10
月　

飯
野　

那
奈
（
授
産
所
）

　

10
月
14
日
、
ブ
ー
ル
ミ
ッ
シ

ュ
様
よ
り
お
菓
子
の
ご
寄
贈
を

頂
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

12
月
23
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
み
に
お
い
て
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
む
さ
し
村
山
様
よ
り
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ご
寄
贈

を
頂
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

出　

張
・
研　

修

　

寄　
　

贈

昭和記念公園　「明日の空へ」　さくら 奥山　茂

・新年あいさつ
・あかつき日帰り旅行
・W.J国際セミナー
・新人紹介
・インフォメーション
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